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ユニアデックス会社概要

お客さまビジネスの持続的優位性実現に向けて伴走し、
次世代ICTインフラ・デジタル活用を全体最適化するパートナー

ユニアデックス株式会社（UNIADEX, Ltd.)社名

代表取締役社⾧ 田中 建（たなか けん）代表者

〒135-8560 東京都江東区豊洲1-1-1
03-5546-4900（大代表）

住所/TEL

1997年3月4日設立

7億5,000万円資本金

2,736名(2025年4月1日現在)従業員数

1,772億円（2025年3月期）売上高
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⾧野における活動
ユニアデックス⾧野営業所 
⾧野市西後町1597-1⾧野表参道ビル 

ユニアデックス、佐久総合病院グループに「Cisco Catalyst Center」
と「Cisco Spaces」を提供｜ユニアデックス株式会社 

製造、医療、キャリア系他のお客様に対して
サーバ/NW/ストレージ、運用サービス等をご提供
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BIPROGYグループにおける役割と責任

トレード・ビジョン

アウトソーシング
BIPROGY
UEL
ケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズ
エイファス
キャナルベンチャーズ
Axxis Consulting
AFON IT 
Nexus System Resources
iByte Solutions
Emellience Partners
グリーンデジタル＆イノベーション
V-Drive Technologies

マーケティング&ビジネス開発＆コンサルティング

BIPROGY USA

グループサービス

次なるご提案

エス・アンド・アイ

USOLベトナム
国際システム
Ｇ＆Ｕシステムサービス
ユニエイド
BIPROGYチャレンジド

システムサービス

インフラトータルサービス



なぜ今、資源循環が必要なのか?

― 環境問題ではなく「経営と暮らし」の話 ―



なぜ今、資源循環が必要なのか?
■ 従来型（直線型経済）

取る → 作る → 使う → 捨てる
■ 資源循環（循環型経済）

取る量を減らす → ⾧く使う → 回収する → 再利用する

ゴミを減らす活動ではなく
「資源を何度も使う仕組みづくり」

成⾧志向の資源循環経済システム「サーキュラーエコノミー」（前編）どんな課題
を解決するの?｜エネこれ｜資源エネルギー庁



なぜ問題になっているのか?
① 日本は資源の多くを輸入に依存

石油・金属・レアメタル
海外価格や地政学リスクの影響

② 廃棄物処理コストの増加
物流コスト(収集・運搬)の増加
焼却炉の老朽化に伴う建て替え
最終処分場の不足

③ カーボンニュートラル
製造時に大量のCO₂排出
作り直すより「再利用」の方
が低排出

環境問題というより、
経済と安全保障の問題

出展:環境省 資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律について
https://www.env.go.jp/content/000360673.pdf

2つの制約と２つの機会



なぜ問題になっているのか?
企業にとっての意味
① 原価対策

再生材の活用＝資源価格高騰への備え
② 調達要件

大手企業は再生材比率を要求
③ 投資家評価

ESG・脱炭素開示
④ 新しい収益源

廃棄コスト → 資源販売収益
「やらないと取引できない」時代へ

2031年ごろから欧州市場で販売する車は
再生プラを使用しないと販売できない
 自動車OEMおよび部品メーカが対応中

MS、APPLE等

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environm
ent/shigen_jiritsu/pdf/005_03_00.pdf



(参考)原油輸入危機

割合用途順位
約40％自動車燃料①
約30％石油化学（ナフサ）②
約15％発電③
約10％船舶④
約5％航空⑤

バージン材を
使ったプラ製品
の価格上昇圧力

電気料金の価
格上昇圧力



(参考)国の施策
資源循環を促進するために法律改正や公募事業を積極的に実施
 動脈(モノづくり)、静脈(廃棄物収集、資源化)両方から促進を促す

ビジネス・実務上のポイント施行開始時期事業者への
主な要求・義務主な対象主目的所管法律名

・上流（設計・調達）主導の循環。
・再生材確保・設計変更対応力が競争力
に直結

2026年4月施行
・3R配慮設計
・再生材利用促進
・素材、分解情報の提供

製造業（自動車、家電、
電機、建材等）

製品設計段階からの資
源効率・循環性向上経済産業省改正 資源有効

利用促進法

・量の確保×回収スキーム×出口市場が鍵。
・自治体×民間連携が前提2022年4月施行

・特定製品の設計配慮
・ワンウェイプラ削減
・自主回収
・再商品化

製造、小売、外食、自
治体、処理業

プラ廃棄物の排出抑
制・高度循環環境省

プラスチック資
源循環促進法
(プラ新法)

・静脈産業の集約・高度化を後押し。
・補助金、拠点化、M&Aと相性◎

2025年11月全面
施行

・高度化計画の認定
・設備投資
・広域連携

廃棄物処理業、リサイ
クラー

再資源化の高度化・産
業競争力強化環境省再資源化事業等

高度化法



(参考)企業から見た資源循環KPIマップ
【環境系指標】

├─ LCA
├─ CFP
├─ Scope1-3
└─ 再生材使用率

【資源効率系指標】
├─ 原単位
├─ 歩留まり
├─ 廃棄物発生量
└─ 最終処分率

【循環ビジネス系指標】
├─ 回収率
├─ 再資源化率
├─ 再利用率
└─ サーキュラー売上比率

【財務・リスク系指標】
├─ 炭素コスト
├─ ESG評価
├─ 規制適合率
└─ 資源価格感応度

企業への影響意味指標
設計変更の根拠製品の環境影響の総合評価LCA
取引条件化製品単位のCO₂CFP
開示義務企業全体排出Scope1-3
効率改善指標売上/製品あたり排出排出原単位

 環境・炭素系指標

Step1:CFP算定（主要製品）
Step2:Scope3内訳把握
Step3:再生材導入余地評価
Step4:回収スキーム検討
Step5:営業活用

 製造業における優先順位

■ 金融庁 サステナビリティー情報開示義務化
・有価証券報告書でサステナビリティ基準委員会（SSBJ）に基づくサステナ開示を求める
・27年3月期から時価総額3兆円以上、28年3月期から1兆円以上、29年3月期から5000億

円以上のプライム上場企業に義務付け
・サプライチェーン全体の温暖化ガス排出量を指す「スコープ3」などの情報が必要

https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20260108/02.pdf



資源循環×AI

― iCEP PLASTICS活動の事例から ―



iCEP PLASTICSについて
 RCS/大栄環境、八木熊(福井)、ユニアデックスの4社にて

「iCEP PLASTICSコンソーシアム」を結成
 建設業界(C to C＝現場排出プラを現場のモノに戻す)のプレイヤーと複数のPoC
 自動車業界(X to Car) J-FAR公募活用し、自動車部品への廃プラ原料適用研究
 外部活動にも積極的に参加し、仲間づくりや業界における知名度向上活動を精力

的に推進: CPs(RCS/大栄環境、BIPROGY/ユニアデックス)、SusPla(大栄環
境、BIPROGY)、CLOMA(大栄環境)

一般社団法人SusPla

クリーン・オーシャン・マテリアル・
アライアンス

Circular Partners
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iCEP PLASTICSについて
 排出量が多く、リサイクルの割合が低いプラスチックをターゲット
 動脈－静脈連携により廃プラの資源循環促進を目指す
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iCEP PLASTICSについて
 RCSを司令塔に大栄環境、八木熊、ユニアデックスがそれぞれの得意分野を生かして活動
 リサイクルスキームの検討から実装まで対応
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iCEP PLASTICSの活動状況



CONFIDENTIAL

事例:大和ハウス様 建廃プラのマテリアルリサイクル

17

大和ハウスグループ サステナビリティレポート

国内初のプラ法48条の認定を受け、建廃プラのマテリアルリサイクルを定常的に取組み中。
同様の設備を三重・大阪・徳島に保有し、取組みを拡大予定。



CONFIDENTIAL

建設工事現場における廃棄物の発生量抑制・製造時のCO2排出量の削減に向け三角コーンを
再資源化

①建設現場で不用となった三角コーンを
回収・運搬し、集積場所に集荷｡

②原料製造施設に運搬し、洗浄・破砕後、粒状に
ペレット化して原料を製造。

③原料（再生ペレット）を再生品製造施設に運搬し、
再生三角コーンを製造。

④建設現場で、再生三角コーンを使用。

製造した再生三角コーンは、製造後に物理特性（引張強度、伸び
等）を評価したうえで、当社技術センターや建設現場で実際に使用
して耐候性などについて約1年間検証し、その後再び回収して再資
源化の上、建設現場での利用を試みる予定です。これらの工程を繰
り返すことで、三角コーンのリサイクルループの構築を目指します。

建設現場で不用となった三角コーンの再資源化に関する実証試験を開始 | 大成建設株式会社 (taisei.co.jp)

事例:大成建設様 三角コーンの100％再資源化

18



CONFIDENTIAL

事例:LIXIL様 残渣を原料として供給開始

容リ残渣を原料としてLIXIL様に定常的な出荷を開始。建廃プラの残渣に関しても
業界内循環の価値創出に繋げていく

19



プラスチックリサイクルへの対応が喫緊の課題となっている自動車製品への廃プラの再生材
供給「XtoCAR」実現に向け、動静脈連携XtoCar製品化プロジェクトを推進

事例 X to Carプロジェクトの推進

https://www.dinsgr.co.jp/news/pdf/release20260218.pdf



CONFIDENTIAL

建廃プラスチックの現場分別精度向上AI開発中(BIPROGYと連携)

21

中間処理の資源化(分別)工程で品質を向上させようとするとコストが非常に掛かる為、現場での精度向上が重要
建設現場でのAI分別・RFID管理を起点とし、再資源化プロセス全体のトレーサビリティを確立。
生成されたリサイクル材の品質やGHG排出量データ等を自動車部品メーカー・OEM（完成車メーカー）へ提供

・異物や分類誤りを検出
・分類のガイド(作業員の
質問に回答)



配合シミュレータ(開発中) 再生プラを使ったもの作り効率化
 課題:

八木熊では再生ペレットを使ったもの作りは俗人的な工程が占める割合が多く、個人毎に
設計・試作時間や製品の完成度のばらつきが大きい

 チャレンジ:
作成時のデータを集め、ユニアデックスのエンジニアが「配合シミュレータ」を開発し、
八木熊のフィードバックを受け改善中。ツールを利用することにより、試作工程の短縮、
品質の安定化を目指す

再生原料
発生

再生原料
物性測定

配合シミュレータ
情報インプット

自社使用向け物性
検索

配合レシピ
複数パターン作成

出てきたレシピで
実際に配合試作 材料完成

■材料作成の場合 ■出力イメージ
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(参考)再生剤を使ったものづくりに必要な要素
 質（Quality）:狙いの性能を“安定して”出せるか
 量（Quantity）:必要量を“継続して”確保できるか
 コスト（Cost）:バージン材と同じ“土俵”で勝てるか（or 勝ち方を変えるか）
 トレーサビリティ（Traceability）:説明責任とリスク管理の“土台”
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下水処理施設×AI
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消化ガス発電概要

• 消化ガス発電：下水中の汚泥
の有機物を微生物により分解
して発生したメタンを主とす
る消化ガスを発電機に送り、
電気を作る

• 下水処理施設の電力は自治体
施設の半分程度を消費

• 下水処理施設で電気代/CO2を
削減する動機が強い



神戸市とユニアデックスにて下水処理場におけるデータ活用の共同研究

 神戸市とユニアデックスの2者で2024年～2026年まで3年間共同研究

 下水処理施設内のデータ利活用高度化をテーマに今年度は「運転最適化による消化ガス最大化」を

研究神戸市の場合消化ガス発生量が15%増加すると売電価格で月500万円(年間6,000万円)増加

 ユニアデックスは下水処理場の維持管理担当者から消化ガス発電設備や運用に纏わる知識とデータ

を入手(ユニアデックスからはデータ分析手法と最適化モデルを提供)

設備・運用知識

発電関連データ

データ分析手法

最適化モデル

https://www.uniadex.co.jp/news/2024/20240704_kobeshi-deta-katsuyo.html



まとめ

• 環境＜経済 ※環境問題というより、経済問題の要素が大
• 経済安全保障＋規制＋新たな競争軸（再生材を使ったモノづくり）＋環境価値
• 国も資源循環を推進する為の施策を推進（法律措置）

資源循環を
取り巻く環境

• 多様な指標を活用する為に効果的なデータ収集の仕組みが必須(IoT、AI)
• AI活用でデータを有効に活用、新しい知見の獲得(AI)AIの活用

活動の
促進

• 他業種のプレーヤーとの共創活動がカギ
• 業種毎の課題と構造の見極め（ゼネコン、自動車、製造業 × 再生材）
• 再生材を使ったモノづくりには 質×量×コスト（価値）×トレーサビリティが必要



おまけの宣伝～ワイファイナースサービス始めました




